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全
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本
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全
日
本
仏
教
会
理
事
長
　

本
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
日
威

　
　
　
　
　
新
年
に
臨
ん
で
皆
様
の
御
多
祥
と
撹
ま
ざ
る

　
　
　
　
仏
教
活
動
へ
の
精
進
に
対
し
て
、
衷
心
よ
り
感

鍛
　
謝
と
警
を
捧
げ
ま
究

倍
　
寄
り
み
ま
す
と
素
襖
会
長
任
期
間
大
過
な

　
　
　
　
く
今
日
に
到
り
残
す
所
僅
か
の
日
子
と
な
り
ま

　
　
　
　
し
た
が
、
絶
大
な
る
御
協
力
に
よ
り
不
敏
を
さ
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ひ
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控
窃
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、
爪
｛
～
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博
へ
．
凝
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、
吠
2
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，
承
喧
鴇
A
，
岐
，
畠
タ
、
、
＆
遭
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本多理事長

　
謹
ん
で
新
年
を
賀
し
、
先
覚
老
師
の
御
固
健

を
念
じ
上
げ
ま
す
。

　
過
ぎ
し
一
年
を
回
顧
す
る
時
、
外
に
は
不
安

定
な
国
際
情
勢
、
内
に
は
倫
理
の
退
廃
、
青
少

年
の
非
行
と
ま
こ
と
に
濁
世
の
様
相
が
痛
感
さ

3
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賢
純

れ
「
世
の
中
安
穏
な
れ
、
仏
法
弘
ま
れ
か
し
」

と
篭
屋
さ
れ
る
現
実
で
す
。

　
近
代
の
精
神
史
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
自

我
を
肯
定
し
て
、
そ
の
自
我
の
拡
充
を
文
明
文

化
の
基
底
と
思
い
こ
ん
で
来
ま
し
た
。

　
自
我
を
根
底
と
す
る
自
己
主
張
は
利
害
打
算

に
依
っ
て
、
必
ず
排
他
と
な
り
ま
す
。

「
鬼
に
金
棒
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

鬼
の
心
は
排
他
の
心
で
す
。
排
他
の
心
を
是
認

し
て
、
他
を
敵
視
す
る
自
己
中
心
の
人
間
の
集

団
が
国
家
で
あ
る
限
り
、
世
の
中
は
安
穏
と
な

ら
す
こ
と
の
な
か
っ
た
事
は
誠
に
喜
び
に
堪
え

ま
せ
ん
。
就
中
、
第
三
十
回
露
仏
東
京
大
会
が

自
坊
池
上
に
於
て
開
催
さ
れ
た
事
は
深
く
印
象

に
残
る
処
で
あ
り
ま
す
。

　
今
や
仏
教
ば
か
り
で
な
く
広
く
宗
教
の
世
界

は
国
際
的
な
交
流
が
歳
と
倶
に
繁
く
且
つ
深
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
宗
教
者
が
そ
の

使
命
に
基
い
て
人
類
の
平
和
と
幸
福
に
如
何
に

挺
身
し
て
い
る
か
の
証
左
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
私
ど
も
も
亦
夫
々
の
宗
団
活
動
こ
そ
大
事
で

あ
り
ま
す
が
、
仏
教
者
と
し
て
の
全
一
運
動
に

も
眼
を
覆
う
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
任
期
中
少
し
で
も
前
進
せ
ね
ば
な
ら
な
い
秋

に
省
み
て
力
の
足
ら
ざ
り
し
事
を
痛
感
し
ま
す
。

何
卒
大
懸
案
た
る
印
度
仏
蹟
顕
彰
に
就
て
も
格

別
の
御
厳
助
を
願
っ
て
軽
み
ま
せ
ん
。
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ら
ず
、
平
和
の
世
界
は
顕
現
し
ま
せ
ん
。
か
つ

て
鬼
畜
米
英
と
叫
ん
だ
時
は
、
叫
ん
で
い
る
自

身
が
鬼
畜
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

「
平
和
の
世
界
は
拝
む
手
に
」
で
す
。

　
排
他
の
心
を
徴
悔
し
、
．
無
血
無
冠
の
自
身
を

悲
泣
す
る
心
底
か
ら
の
み
、
平
和
の
心
は
開
か

れ
ま
す
。

「
仏
法
は
無
我
に
て
候
」
と
先
覚
は
喝
破
さ
れ

ま
し
た
。
鬼
の
心
は
何
時
金
棒
（
核
兵
器
）
を

振
る
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
仏
心
こ
そ
、
平
和
の
心
で
す
。
そ
れ
な
れ
ば

こ
そ
、
　
「
世
の
中
安
穏
な
れ
、
仏
法
弘
ま
れ
か

し
」
と
切
実
に
願
わ
れ
ま
す
。

．
謹
賀
新
年

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

　　副会
　　会
　　長長

出松森金
子山口

常
磐
井

　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
林

　
　
　
　
　
藤

　
　
　
　
　
沼

理
事
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本
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事
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理
事
会
、
常
務
理
事
会
開
く

　　

@　
@　

@
全
訳
同
和
問
題
な
ど
審
議

　
去
る
十
一
月
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
「
同
和
問
題
に
関
す
る
理

事
会
」
及
び
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
理
事
会
は
本
多
理
事
長
三
帰
横
文
唱
和
、
挨

拶
、
矢
萩
事
務
総
長
代
行
開
会
の
辞
に
つ
づ
い

て
、
磯
山
庶
務
部
長
か
ら
同
和
委
三
会
副
委
員

長
の
藪
光
龍
（
高
野
山
真
言
宗
）
、
蓮
池
瑞
旭

（
浄
土
宗
）
、
中
村
秀
雄
（
曹
洞
宗
）
の
三
層
が

紹
介
さ
れ
、
追
加
議
案
と
し
て
「
事
務
総
局
機

構
検
討
委
三
会
規
程
（
案
）
の
承
認
を
求
め
る

件
」
の
提
案
が
了
解
さ
れ
た
。
次
に
議
事
録
署

名
委
貝
に
来
馬
規
雄
、
江
連
俊
則
の
両
師
を
選

出
、
議
事
を
開
始
し
た
。

　
協
議
事
項

①
同
和
推
進
の
た
め
の
事
務
局
体
制
の
強
化

　
に
つ
い
て

②
都
道
府
県
仏
教
会
に
お
け
る
啓
蒙
活
動
の

ひらかれた全仏理事会

　
推
進
に
つ
い
て

③
同
和
に
関
す
る
諸
会
合
へ
の
理
事
の
参
加

　
に
つ
い
て

　
最
初
に
那
須
組
織
局
長
か
ら
、
同
和
委
員
会

が
つ
く
ら
れ
た
契
機
、
活
動
内
容
、
さ
ら
に
同

和
研
修
会
の
内
容
、
部
落
解
放
同
盟
か
ら
の
糾

弾
等
に
つ
い
て
詳
し
い
経
過
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
副
委
貝
長
の
山
師
か
ら
、
同
和
問

題
の
取
り
組
み
に
対
し
て
具
体
的
な
提
言
が
行

わ
れ
、
協
議
に
入
っ
た
。
出
席
者
か
ら
は
種
々

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
①
に
つ
い
て
は
事
務
総

局
機
構
検
討
委
貝
会
で
審
議
し
、
審
議
終
了
の

事
項
か
ら
理
事
会
に
は
か
っ
て
実
行
に
移
す
、

②
は
実
施
案
に
つ
い
て
具
体
的
準
備
を
す
す
め

る
、
③
に
つ
い
て
は
、
こ
の
理
事
会
が
、
同
和

委
員
会
か
ら
の
要
望
を
う
け
、
理
事
会
、
常
務

理
事
会
の
議
を
経
た
、
同
和
推
進
に
と
り
く
む

た
め
開
催
さ
れ
た
、
寄
付
行
為
に
の
っ
と
っ
た

理
事
会
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
事
務
総
局
機
構
検
討
委
貝
会

規
程
（
案
）
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
豊
田
総
務
局
長
か
ら
説
明
。
附
則
を
追
加
し

て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
龍
山
事
務
次
長
閉
会
の
辞
で
、
理
事
会
は
終

了
し
た
。

　
常
務
理
事
会
は
午
後
三
時
か
ら
、
同
じ
東
京

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

　
本
多
理
事
長
三
帰
依
文
唱
和
、
挨
拶
、
矢
萩

事
務
総
長
代
行
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
議
事

録
署
名
委
員
に
高
藤
法
雄
、
貝
山
宣
泰
の
両
師

を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
纂
一
号
「
昭
和
五
十
九
年
度
予
算
（
案
）

の
大
綱
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
龍
山
事
務
次
長
、
中
村
財
務
部
長
か
ら
説
明
。

事
務
局
原
案
を
来
年
二
月
の
理
事
会
に
提
出
す

る
こ
と
を
承
認
。

　
議
案
纂
二
号
「
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
W

C
R
P
）
日
本
委
員
会
の
財
団
法
人
化
終
了
時

に
お
け
る
本
会
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
意
見
を

求
め
る
件
」

　
豊
田
総
務
局
長
、
磯
山
庶
務
部
長
か
ら
説
明
。

活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
継
続
し
て
更
に
協
議

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
つ
い

て
本
会
の
対
応
策
に
関
し
意
見
を
求
め
る
件
」

　
豊
田
総
務
局
長
か
ら
説
明
。
質
議
応
答
の
後
、

本
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
見
解
を
基

本
線
と
し
て
対
応
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
報
告
事
項

①
第
三
＋
回
記
念
全
日
本
仏
教
徒
会
議
東
京

　
大
会
の
報
告

②
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員
会
開
催
の
報
告

③
第
一
回
事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会
開
催

　
の
報
告

④
税
務
委
貝
会
報
告

⑤
日
本
海
中
部
沖
地
震
並
に
山
陰
豪
雨
災
害

　
見
舞
の
報
告

⑥
バ
リ
・
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
仏
跡
巡
拝
の
旅
に

　
つ
い
て

⑦
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
に
つ
い
て

　
各
担
当
局
長
、
部
長
か
ら
報
告
。

　
龍
山
事
務
次
長
閉
会
の
辞
で
、
常
務
理
事
会

は
全
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。

植橋　　高高宇広塚来盛三八石森
　　　　　佐
日日監島倉美川田馬井野生井田理
　良　　広正諦芳賢規了秀一門禅
威恒事勝信練雄照雄道慶雄妙朗事
　　　　　　　　　　へ

事
務
総
局

沼鵜橘土板加判松野長
　　　　　　　　　谷
田飼　車垣無辺尾山川

恵泉感良隆海賦全宥霊
範道月栄寛晃琴弘雄信

神
　
野
　
真

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

〒
鵬
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五

事
務
総
長
代
行

事
務
次
長

総
務
局
長

組
織
局
長

国
際
文
化
局
長

　
　
他

関
西
事
務
局

福川那豊一矢

員井須田山萩

一匡公英哲信

同俊順世成顕

　
京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
ル

常
葉
町

　
　
　
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
内

事
務
総
長
　
　
　
五
　
辻
　
實
　
誠

　
　
他
　
　
　
職
　
員
　
一
　
同
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済
や
寺
院
運
営
に
つ
い
て
、

離
愚

凹
溜

詳鋼暇
繍蜘暫崎．
　　一竹内宏氏

　
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
、
ま
…

た
時
代
は
ど
ん
な
方
向
に
流
れ
て
い
く
の
か
、
不
安
を
感
じ
て
い
　
…

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
宗
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

教
に
対
し
て
も
深
い
ご
関
心
を
お
持
ち
の
経
済
評
論
家
・
竹
内
宏

氏
百
本
賑
霧
難
豫
観
覧

あ
と
十
年
は
低
成
長

1
一
最
初
に
、
日
本
経
済
の
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
僕
は
歴
史
は
く
り
返
す
と
考
え
ま
す
。
現
在

の
状
態
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
く
り
返
し
で
す
。

あ
と
は
十
年
は
、
今
と
同
じ
よ
う
な
低
成
長
が

続
く
で
し
ょ
う
。

　
今
か
ら
十
年
前
、
高
度
成
長
期
は
、
皆
、
物

欲
に
狂
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
人
々
は
所
得
が

宏
氏
に
聞
く

上
が
る
と
自
動
車
を
買
い
ま
し
た
。
す
る
と
自

動
車
工
業
が
発
展
し
、
そ
れ
に
関
連
し
て
鉄
鋼

や
石
油
な
ど
の
企
業
も
発
展
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
す
ご
い
勢
い
だ
っ
た
。

カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
と
ゴ
ル

フ
場
と
の
循
環
関
係

　
現
在
は
、
物
が
充
分
に
満
ち
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
何
か
生
活
に
張
り
が
な
い
。
人
々
は
こ

ぞ
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
に
行
き
ま
す
。
カ
ラ
オ

ケ
バ
ー
の
経
営
者
は
所
得
が
上
が
る
か
ら
ゴ
ル

フ
に
行
く
。
す
る
と
ゴ
ル
フ
場
の
キ
ャ
デ
ィ
ー

さ
ん
は
所
得
が
上
が
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
に
行

く
。
こ
の
よ
う
に
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
と
ゴ
ル
フ
場

の
間
ば
っ
か
り
で
、
お
金
が
行
っ
た
り
来
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
十
年
前
だ
っ
た
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
も
ゴ
ル

フ
場
も
も
う
か
れ
ば
設
備
投
資
を
し
た
は
ず
で

す
。
し
か
し
も
う
充
分
に
大
き
く
な
り
、
こ
れ

以
上
拡
大
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
始
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
も
う
一
つ
見
落
せ
な
い
の
は
、
経
済
の
高
度

成
長
が
、
人
々
の
心
も
す
っ
か
り
変
え
て
し
ま

っ
た
こ
と
で
す
。
石
油
化
学
工
業
等
の
発
展
で

国
中
の
美
し
い
海
岸
が
、
ま
た
た
く
間
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
固
ま
り
に
な
っ
て
い
く
。
人
々
は

そ
れ
を
よ
し
と
し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
せ
っ
せ

と
働
い
て
、
親
子
の
対
話
も
夫
婦
の
対
話
も
無

い
け
れ
ど
、
物
質
的
に
み
る
み
る
豊
か
に
な
っ

て
ゆ
く
の
が
楽
し
か
っ
た
。
こ
う
い
う
時
は
変

化
が
平
気
な
ん
で
す
。
皆
、
一
せ
い
に
洋
食
を

食
べ
だ
し
、
家
の
中
も
洋
風
化
し
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
大
家
族
が
核
家
族
と
な
る
。
こ
の
よ

う
に
人
間
の
生
き
様
が
全
く
変
わ
っ
て
も
気
づ

か
な
い
ほ
ど
猛
烈
な
変
化
の
中
で
、
け
っ
こ
う

楽
し
か
っ
た
の
が
高
度
成
長
期
だ
っ
た
わ
け
で

す
ね
。

　
現
在
は
、
技
術
進
歩
と
い
え
ば
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
位
の
も
の
で
、
あ
れ
は
文
房
具
の
機
械

化
と
い
っ
た
程
度
で
し
ょ
う
。
　
一
方
で
、
原
油

価
格
の
大
幅
な
値
上
り
な
ど
も
あ
っ
て
、
日
本

は
も
う
高
度
成
長
な
ど
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
す
。

　
次
に
人
々
の
魂
を
変
え
る
よ
う
な
急
激
な
技

術
革
新
が
来
る
ま
で
は
、
お
休
み
と
い
う
こ
と

で
す
。
あ
と
十
数
年
た
て
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
非
常
に
発
達
し
て
、
ま
た
物
欲
に
狂
う
時
代

が
始
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
は
養
生
の
時
代

1
つ
ま
り
、
経
済
の
低
成
長
期
は
、
休
養

の
時
と
い
う
わ
け
で
す
か
。

　
そ
う
、
今
は
養
生
の
時
代
な
の
で
す
。
人
間

の
社
会
に
と
っ
て
最
も
危
険
な
こ
と
は
、
技
術

進
歩
に
人
々
の
心
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
で
す
。

そ
う
し
た
時
に
流
血
の
惨
事
が
起
こ
る
。
成
田

空
港
の
問
題
な
ど
そ
の
典
型
で
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
、
遺
伝
子
転
換
の
技
術
が
工
業
化
さ
れ
だ

一4一
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し
た
ら
、
命
を
か
け
て
反
対
す
る
人
が
出
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
老
人
を
ロ
ボ
ッ
ト
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
こ
れ
も
命
が
け
で
反
対
す
る
人
が
出
て

く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

　
そ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
し

ば
ら
く
養
生
が
必
要
な
わ
け
で
す
。

1
経
済
が
低
成
長
の
時
代
に
は
、
人
々
は

何
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
高
度
成
長
期
に
は
、
ど
こ
の
会
社
で
も
部
長

と
か
課
長
な
ど
の
ポ
ス
ト
が
、
十
年
間
で
二
倍

半
ふ
え
ま
し
た
。
今
は
ほ
と
ん
ど
ふ
え
ま
せ
ん
。

役
職
者
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
非
常
に
少
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
ど
う

な
る
の
か
。

　
彼
は
会
社
中
で
一
番
ゴ
ル
フ
が
う
ま
い
と
か
、

釣
の
名
人
だ
と
か
、
上
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
名

誉
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と

文
化
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
く
。
誰
も
が
、

バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
す

る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
今
は
、
文
化
が
高
ま

る
時
代
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
大
正
か
ら
昭
和
初

期
の
頃
つ
ま
り
一
九
二
〇
年
代
に
よ
く
似
て
い

ま
す
。
経
済
が
低
迷
し
、
文
化
が
発
展
し
た
時

代
…
…
。

宗
教
に
は
よ
い
時
代
に

1
宗
教
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
宗
教
全
体
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら
は
大
変

に
よ
い
時
代
と
い
え
ま
す
。
誰
も
が
、
何
か
満

た
さ
れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。
例
え

ば
占
い
産
業
な
ど
、
年
間
の
売
り
上
げ
が
二
兆

円
と
か
三
兆
円
と
い
っ
た
規
模
で
す
よ
。
実
際

ど
ん
な
雑
誌
を
開
い
て
も
、
だ
い
た
い
星
占
い

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
つ
ま
り
現
代
は
、
不
安
の
時
代
な
ん
で
す
。

例
え
ば
サ
ミ
ッ
ト
会
議
。
主
要
国
の
大
統
領
や

首
相
が
、
特
に
何
か
決
め
る
わ
け
で
も
な
い
の

に
集
ま
る
…
…
。
こ
れ
こ
そ
不
安
の
時
代
の
象

徴
で
す
よ
。

i
l
先
生
は
こ
れ
ま
で
書
か
れ
た
も
の
の
中
●

で
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
■
要
性
を

脱
か
れ
て
い
ま
す
が
。

　
宗
教
は
コ
ス
ト
な
し
で
魂
が
救
え
ま
す
。
福

祉
と
い
う
の
は
、
全
て
コ
ス
ト
が
か
か
る
ん
で

す
。
今
後
ま
す
ま
す
社
会
の
高
齢
化
が
進
む
と
、

我
々
の
老
後
は
、
惨
た
ん
た
る
も
の
に
な
り
ま

す
。
も
う
国
家
財
政
で
は
さ
さ
え
き
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
。
互
い
に
宗
教
心

を
持
っ
て
、
老
人
同
志
で
助
け
合
わ
な
け
れ
ば

や
っ
て
ゆ
け
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
位
す

さ
ま
じ
い
社
会
が
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

ん
で
す
。

　
生
活
水
準
が
上
が
ら
ず
に
、
貧
し
く
な
っ
て

ゆ
き
な
が
ら
、
ど
う
し
た
ら
張
り
の
あ
る
人
生

を
送
れ
る
か
、
張
り
の
あ
る
晩
年
を
送
れ
る
か
、

宗
教
以
外
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

1
今
の
仏
教
教
団
な
り
寺
院
に
つ
い
て
、

運
営
面
で
何
か
お
気
づ
き
の
点
を
聞
か
せ
て
下

さ
い
。

　
人
間
は
宗
教
心
を
持
っ
て
い
て
も
ヒ
エ
ラ
ル

ヒ
ー
は
求
め
ま
す
。
資
本
主
義
社
会
で
は
、
金

も
う
け
に
成
功
し
た
人
が
、
出
世
し
て
ゆ
く
わ

け
で
す
。
一
方
、
宗
教
活
動
は
本
来
的
に
も
う

け
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
も

う
け
に
な
ら
な
い
こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
た
人

に
対
し
て
は
、
名
誉
だ
け
は
し
っ
か
り
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
新
宗
教
と
よ
ば

れ
る
各
教
団
は
、
見
事
に
そ
れ
を
や
っ
て
い
ま

す
ね
。

　
ふ
つ
う
の
お
寺
で
は
、
よ
く
寄
附
の
金
額
な

ど
が
掲
げ
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
あ
れ
も

も
う
少
し
抽
象
化
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
檀
家
の
間
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
確

立
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
際
、

茶
道
や
花
道
の
や
り
方
な
ど
が
参
考
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
書
道
や
囲
碁
の
よ
う
に
各

檀
家
に
級
や
段
を
授
け
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

し
よ
う
。

　
カ
ソ
リ
ッ
ク
な
ど
は
、
地
区
の
教
会
の
中
に

も
、
ち
ゃ
ん
と
信
者
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

1
今
の
寺
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ど

う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
現
代
人
の
多
く
に
と
っ
て
、
お
寺
は
遠
い
存

在
で
す
。
た
と
え
自
分
の
か
か
え
て
い
る
問
題

を
解
決
し
て
く
れ
る
の
が
宗
教
だ
と
思
っ
て
い

て
も
ね
。
気
持
の
上
で
遠
い
所
へ
行
く
の
は
は

ず
か
し
い
で
す
よ
。
お
寺
の
門
を
た
た
く
の
は
、

ち
ょ
う
ど
精
神
科
医
に
診
断
を
受
け
に
行
く
と

同
じ
位
、
抵
抗
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
ご

く
つ
ま
ら
な
い
具
体
的
な
悩
み
な
ど
、
と
て
も

言
い
だ
せ
な
い
雰
囲
気
が
今
の
お
寺
に
は
あ
り

ま
す
。
も
っ
と
高
度
な
宗
教
的
悩
み
な
ら
別
で

し
ょ
う
が
。

　
言
い
か
え
る
な
ら
、
お
寺
が
世
俗
へ
ち
っ
と

も
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
宗
教
心
は

持
っ
て
い
て
も
、
ど
う
お
寺
と
触
れ
た
ら
よ
い

か
、
そ
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
ね
。

も
っ
と
オ
ー
プ
ン
な

体
制
と
っ
て
欲
し
い

一
1
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
お
寺
や
教
団
を

運
営
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
何
か
提
書
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
経
済
が
低
成
長
の
時
代
は
、
人
々
の
多
く
が

生
き
る
望
み
を
持
ち
に
く
い
時
代
と
い
え
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
お
寺
は
、
も
っ
と
オ
：
プ
ン

な
体
制
を
取
っ
て
ほ
し
い
。
ふ
と
迷
っ
た
時
に

気
軽
に
入
れ
る
よ
う
な
。
そ
の
た
め
に
は
普
段
、

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
：
な
ど
を
や
る
の
も
一
つ

の
方
法
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
都
市
部
な
ど
で
は
、
経
済
的
に
潤
っ

て
い
る
お
寺
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
は

一
般
の
人
た
ち
の
不
安
な
気
持
ち
の
反
映
だ
と

思
い
ま
す
よ
。
お
寺
さ
ん
は
、
時
代
が
危
機
の

時
こ
そ
活
躍
の
場
な
ん
で
す
。
医
者
と
同
じ
で

健
康
な
時
は
あ
ま
り
用
が
な
い
。

　
日
本
の
仏
教
は
、
と
て
も
抽
象
的
で
戒
律
が

あ
ま
り
無
く
、
お
お
ら
か
で
論
理
的
な
宗
教
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

考
え
る
と
、
仏
教
界
全
体
と
し
て
、
カ
ソ
リ
ッ

ク
ま
で
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
世
界
的

視
野
に
立
っ
た
、
あ
る
程
度
ど
ぎ
つ
い
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
戦
略
が
、
ぜ
ひ
必
要
で
す
ね
。

一
1
ど
う
も
長
時
問
に
わ
た
っ
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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全
日
本
仏
教
教
団
が
全
一
行
動
を
組
織
し

て
以
来
、
三
十
年
余
を
経
過
す
る
。
当
時
に

は
極
め
て
画
期
的
な
歩
み
よ
り
．
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
組
織
も
年
月
を

経
る
に
及
ん
で
前
進
的
で
あ
る
べ
き
事
態
か

ら
変
貌
し
愈
々
、
教
団
エ
ゴ
を
剥
き
出
し
に

し
乍
ら
、
無
味
乾
燥
な
大
会
、
海
外
交
流
、

実
質
を
伴
な
わ
な
い
税
務
対
策
等
に
終
始
し

た
の
で
は
な
い
か
。
当
然
、
厳
し
い
点
検
と

反
省
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
時
期
と
思

う
。　
そ
れ
に
し
て
も
加
盟
教
団
の
事
実
上
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
問
題
が
提
言
さ
れ
た
事

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
た
ず
ら
に
教

団
首
脳
部
の
社
交
場
と
化
し
た
事
で
な
か
っ

た
ろ
う
か
。
種
々
な
る
問
題
を
見
直
す
べ
き

折
も
折
、
町
田
師
の
発
言
は
組
織
へ
の
大
き

な
警
鐘
で
あ
っ
た
事
は
、
す
な
お
に
認
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
過
中
に
あ
っ
て
生

れ
た
同
和
委
国
会
は
確
か
に
僅
か
な
一
握
り

の
集
り
で
し
か
な
い
が
、
こ
の
全
日
仏
組
織

を
改
め
て
認
識
し
再
生
を
願
望
す
る
熱
い
思

い
の
同
志
集
団
で
あ
る
事
を
強
調
し
た
い
。

　
発
足
来
三
年
有
余
、
こ
の
恒
等
会
に
寄
せ

ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
。
そ
れ
は
仏
教
界
の

現
実
を
憂
慮
す
る
人
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
数

多
く
の
投
書
の
事
実
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
重
き
荷
を
托
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
同
和
問
題
に
「
取
り
組
む
」

と
は
差
別
を
生
み
だ
す
も
の
へ
の
現
在
否
定

で
あ
る
、
又
糾
明
で
も
あ
る
、
と
す
れ
ば
そ

の
課
題
は
余
り
に
大
き
く
多
様
で
あ
る
。

　
差
別
は
社
会
悪
だ
と
い
う
浅
薄
の
論
理
で

は
、
差
別
と
と
り
く
む
仏
教
者
と
し
て
は
失

格
で
あ
る
。
　
「
自
ら
を
由
る
」
　
「
自
ら
光
を

あ
て
る
」
事
実
に
起
た
ね
ば
仏
教
者
た
り
え

な
い
。
1
と
す
れ
ば
、
ま
ず
我
々
の
構
図
、

構
造
に
鞭
を
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

教
団
組
織
下
に
組
み
こ
ま
れ
た
一
人
忙
々
の

も
つ
宗
政
へ
の
不
信
、
矛
循
の
声
が
反
映
さ

れ
除
去
さ
れ
て
い
く
方
向
性
を
も
た
な
い
限

り
、
権
力
集
団
化
さ
れ
て
い
く
危
険
が
実
感

さ
れ
る
。
　
「
教
団
護
持
」
と
い
う
美
名
で
見

え
な
く
さ
せ
ら
れ
て
い
る
事
実
、
　
「
師
匠
万

で
あ
り
「
平
等
」
理
念
か
ら
の
欠
落
者
で
あ

る
。
　
「
差
別
即
平
等
」
と
は
差
別
を
認
め
ぬ

許
さ
ぬ
、
平
等
で
あ
る
事
も
明
ら
か
に
捉
え

ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
法
界
か
ら
み
る
特
権
視
覚
で
は
大
衆
を
無

知
蒙
昧
に
し
か
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
緋
の

衣
の
体
臭
に
酔
う
身
分
に
は
大
衆
の
苦
悩
は

袖
の
長
さ
で
拭
い
さ
ら
れ
る
様
な
錯
覚
さ
え

起
し
か
ね
な
い
。
明
鏡
止
水
、
明
窓
浄
机
と

囎
く
方
々
に
は
、
平
等
が
「
自
ら
も
平
等
」

の
中
に
あ
る
事
実
感
か
ら
遠
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
と
あ
れ
全
日
本
仏
教
会
に
加
盟
さ
れ
て

本
来
の
僧
侶
へ
回
帰
を

全
仏
同
和
委
員
会
委
員
長

能
」
と
人
間
を
見
る
目
ま
で
覆
わ
れ
て
い
く

事
実
。
　
「
悟
り
」
と
い
う
道
ま
で
が
栄
達
と

い
う
甘
き
蜜
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
い
く
事

実
、
そ
れ
ぞ
れ
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
し
か
し

そ
れ
で
も
見
え
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
手
が

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
二
回
に
亘
る
同
和
研
修
会
（
高
野
山
・
比

叡
山
）
第
三
十
回
全
盤
大
会
第
三
部
会
（
人
権

と
教
化
・
伝
道
）
等
で
確
認
さ
れ
た
一
つ
一

つ
は
見
え
る
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
覆
う

事
は
、
正
道
で
は
な
い
仏
教
者
の
使
命
放
棄

鷲
山
　
諦
住

い
る
す
べ
て
の
教
団
は
現
在
、
糾
弾
と
い
う

事
実
の
中
で
、
本
来
の
平
等
性
が
問
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
単
に
差
別
戒
名
、
禅
門
小
僧

訓
、
洞
上
室
力
切
紙
で
も
な
い
。
又
鳥
粒
粒

摩
明
王
真
言
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
に
無
関
心

で
あ
っ
た
事
実
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
を
許
容
し
た
体
質
に
、
メ
ス
が
入

れ
ら
れ
ね
ば
「
平
等
」
を
楯
に
し
て
居
直
る

坊
主
俄
悔
と
断
じ
ら
れ
て
も
所
詮
、
致
し
方

の
な
い
実
際
で
あ
ろ
う
。
す
べ
か
ら
く
一
宗

一
派
の
反
省
で
は
な
い
、
仏
教
者
全
般
の
問

題
と
し
て
自
ら
の
姿
勢
に
問
う
て
い
く
事
で

あ
る
。
宗
政
に
よ
る
問
題
対
応
の
場
で
は
な

い
、
他
宗
他
派
へ
の
批
判
を
超
え
て
現
実
を

厳
し
く
実
感
し
な
が
ら
一
人
々
々
の
証
し
を

示
す
べ
き
場
が
出
て
来
た
の
で
あ
る
。
自
ら

の
選
ば
れ
た
道
、
宗
祖
、
開
祖
の
生
き
方
を

問
い
尋
ね
つ
つ
、
自
ら
の
甘
え
の
構
造
を
正

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
天
子
天
台
、
公
卿
真
言
、
公
方
浄
土
に
、

禅
大
名
と
巷
に
蹟
唇
さ
せ
て
尚
、
特
権
的
身

分
意
識
を
助
長
せ
し
め
て
い
る
事
も
気
づ
く

べ
き
段
階
で
あ
る
。
　
「
上
藺
」
　
「
下
萬
」
、

「
硯
下
」
　
「
台
下
」
　
「
思
掛
」
　
「
宣
旨
」
、

「
結
界
」
　
「
勅
使
門
」
　
「
寺
格
」
　
「
僧
階
」

の
ま
か
り
通
る
事
実
は
、
秩
序
で
も
区
分
で

も
な
い
、
仏
、
法
、
僧
の
三
宝
の
前
に
は
何

の
必
然
性
も
も
た
な
い
、
世
法
の
論
理
で
し

か
な
い
。
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
特
権
意
識
は

何
時
の
時
も
他
人
を
裁
き
続
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
過
去
帳
に
記
載
さ
れ
る
諸
事

実
が
差
別
と
捉
え
ら
れ
て
も
判
然
と
し
な
い

の
で
あ
る
。

　
あ
ら
た
め
て
記
し
た
い
、
　
「
同
和
問
題
に

と
り
く
む
同
和
委
員
会
組
織
」
と
は
、
自
ら

の
教
団
の
堕
落
性
を
追
求
し
、
本
来
の
教
団
、

僧
侶
へ
の
回
帰
を
願
望
す
る
組
織
で
あ
る
。

そ
れ
が
た
め
に
も
「
平
等
」
が
形
而
上
学
的

問
題
で
な
く
「
口
だ
け
は
仏
法
尊
し
と
い
う

け
れ
ど
差
別
あ
ら
わ
に
人
を
あ
し
ら
う
」
、

事
実
を
糾
し
つ
つ
、
す
ば
ら
し
き
荘
厳
、
仏

国
土
に
向
っ
て
精
進
す
る
決
意
と
展
望
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
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長
鵜
　
飼
　
泉
　
道
京
都
市
上
京
区
丸
太
町
通
千
本
東
入
　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
！
ビ
ル
十
階
〒
㎜
　
〇
七
五
（
入
〇
一
）
二
五
三
七

日
光
山
輪
王
寺
門
　
　
跡
柴
　
田
　
昌
　
源
執
事
長
鈴
　
木
　
常
　
俊
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇
〒
謝
翌
〇
二
八
八
（
五
四
）
〇
五
＝
＝

麗
　
　
鰍
x
　
u
　
　
　
・
　
　
　
　
燗

藤
購
理
＝

真
言
宗
豊
山
派
総
本
山
長
谷
寺
化
　
　
主
小
松
原
　
賢
誉
事
務
長
高
　
山
　
宥
　
進
法
務
執
事
中
　
　
　
賢
　
乗
総
務
執
事
玉
　
橋
　
隆
　
真
教
務
執
事
梅
　
沢
　
栄
　
好
財
務
執
事
川
　
俣
　
海
　
淳
蕨
呈
出
賑
栗
山
明
憲
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
七
三
一
一
一
〒
鵬
飢
〇
七
四
四
四
（
七
）
七
〇
〇
一

妙
　
見
　
宗
管
　
　
長
野
　
間
　
秀
　
昭
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
野
間
中
七
一
八
〒
鵬
0
1
　
0
七
二
七
（
三
七
）
○
〇
二
八

欺
幽
欄
　
難
鍵
　
一
　
　
聞
　
一
　
●

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
　
長
山
　
本
　
道
　
隆
副
会
長
江
　
連
　
俊
　
則
　
同
　
　
河
　
野
　
亮
　
永
専
務
理
事
片
　
山
　
秀
　
亮
浦
和
市
高
砂
四
1
＝
二
一
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
佛
会
館
〒
蹴
　
〇
四
八
八
（
六
一
）
二
＝
二
八

愛
知
県
仏
教
会
醗
訴
㌔
賄
宇
佐
美
　
諦
　
練
副
会
長
瀬
　
辺
　
淳
　
信
　
同
　
　
松
　
林
法
　
泉
理
事
長
市
村
　
了
　
法
名
古
屋
市
東
区
東
桜
二
⊥
六
－
五
一
　
　
　
　
　
　
　
梅
屋
寺
内
〒
姐
　
〇
五
二
（
九
三
一
）
八
一
二
四

孝
道
　
教
　
団
統
　
　
理
岡
　
野
　
正
　
貫
副
統
理
岡
野
辮
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
謝
　
〇
四
五
（
四
三
二
と
二
〇
一

　
　
　
’
㎜
、
澱
雛
　
　
　
罵
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社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長
山
　
本
　
　
　
杉
　
　
　
　
　
事
務
局
一
同
事
務
局
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
－
一
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
珊
　
〇
三
（
九
一
〇
）
　
一
二
八
九

財
団
法
人
世
界
平
和
同
願
会
会
　
　
長
梅
　
村
　
清
　
明
理
事
長
山
　
崎
　
良
　
順
輔
瀦
羅
鱒
三
　
谷
　
　
　
深
常
務
理
事
木
　
藤
　
巳
波
夫
諏
訪
市
霧
ケ
峰
角
間
沢
東
　
　
　
　
　
＝
二
三
一
二
八
1
二
七
〒
説
　
〇
二
六
六
五
（
三
）
四
四
五
五

豊
川
閣
妙
厳
寺
　
福
　
山
　
諦
　
法
豊
　
川
　
市
　
豊
　
川
　
町
　
一
〒
娚
　
〇
五
三
三
八
（
六
）
二
〇
〇
二

大
本
山
高
尾
山
薬
王
院
貫
　
　
主
山
　
本
　
秀
　
順
東
京
都
八
王
子
市
高
尾
町
二
一
七
七
〒
鵬
　
〇
四
二
六
（
六
一
）
＝
一
五

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
名
誉
総
裁
金
　
子
　
日
　
威
理
事
長
巌
　
谷
　
勝
　
雄
　
　
　
　
　
役
　
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
一
五
三
　
　
　
　
　
　
　
　
祐
天
寺
内
〒
旧
　
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八

近
代
仏
教
研
究
会
理
事
長
壬
　
生
　
照
　
順
事
務
局
長
小
　
室
　
裕
　
充
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
一
－
十
七
－
二
　
　
　
　
　
　
　
華
蔵
院
内
〒
m
　
O
三
（
八
四
四
）
三
六
四
八

真
　
理
　
舎
主
　
　
三
友
　
松
　
諦
　
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
－
四
⊥
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
八
三
〒
期
　
〇
三
（
二
五
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
四
二

0
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蔓
蜜
髪
姦
x
×
藁

　
　
　
只
叢
　
　
　
　
　
　
　
x
欝

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺
貫
　
　
主
高
　
橋
　
隆
　
天

大
本
山
池
上
本
門
寺
貫
　
　
首
金
　
子
　
日
　
威

社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
名
誉
会
長
大
　
谷
　
光
　
照
理
事
長
秋
　
山
　
秀
　
済
副
理
事
長
上
　
林
　
映
　
雄

同
　
　
日
　
野
　
大
　
心

階

院
　
　
代
原
　
　
　
教
　
運

同
　
　
田
　
中
　
恵
　
康

闘
■
、
驚
難

執
　
　
綱
茂
　
木
　
隆
　
応

西
新
井
大
師
総
　
持
　
寺

東
京
都
大
田
区
池
上
一
－
一
－
一
〒
搦
　
〇
三
（
七
五
二
）
二
三
一
一
＝

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四
〒
鵬
　
〇
三
（
四
三
一
）
七
四
七
五

醗
漁

　
　
　
翌
鮒
四
声
載
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅

総
　
　
務
馬
　
本
　
克
　
美

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

大
雄
山
最
乗
寺

溝
、
、
蒙

執
　
　
事
原
　
　
　
隆
　
　

欝
一
一
譲
　
．
　
　
邸

常
　
　
務
小
　
林
俊
　
一

東
京
都
足
立
区
西
新
井
一
－
一
五
－
一
〒
伽
　
〇
三
（
八
九
〇
）
二
三
四
五

貫
　
　
主
松
　
田
　
照
　
慮

余
　
語
　
翠
　
厳

X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

瓜

川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
一
四
八
〒
脚
　
〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇

千
葉
県
成
田
市
成
田
　
一
〒
猫
　
〇
四
七
六
（
二
二
）
二
一
一
一

神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
＝
五
七
〒
脚
覗
　
〇
四
六
五
（
七
四
）
＝
＝
二
一

鑑
護

一13一

毛
〃

rτ　　　　　“　　，　魑
．一

　ρ
｝轟｝一＿＝騨P－7鰍響一尋　　　　　　了－→畠醒マ



」僧

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和59年1月1日

仏
教
伝
道
活
性
化
の
た
め
に

キ
リ
ス
ト
教
か
ら
学
ぶ

伝
道
協
会
の
特
別
講
座

　
去
る
十
二
月
二
、
三
の
両
日
、
「
仏
教
が
キ
リ

ス
ト
教
伝
道
か
ら
学
ぶ
こ
と
〔
カ
ト
リ
ッ
ク
篇
〕

i
仏
教
伝
道
活
性
化
の
た
め
に
一
」
と
題
し
た

特
別
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
仏
教
伝
道
協
会
が
主
催
し
、
全
仏

が
後
援
し
た
催
し
で
、
会
場
の
仏
教
伝
道
セ
ン

タ
ー
（
東
京
三
田
）
に
は
、
各
教
団
か
ら
伝
道

布
教
の
担
当
者
約
一
五
〇
人
が
つ
め
か
け
、
熱

心
に
聴
講
し
て
い
た
。

熱
心
に
聴
講
す
る
参
加
者

　
二
日
頃
午
前
は
、
上
智
大
教
授
門
脇
佳
吉
氏

に
よ
る
講
座
「
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
と
伝
道
－

仏
教
と
対
比
し
な
が
ら
一
」
、
司
会
は
駒
沢
大
教

授
の
松
本
晧
一
氏
。
午
後
は
上
智
大
教
授
高
柳

俊
一
氏
の
「
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
史
の
神
学
的
反

省
一
聖
書
か
ら
現
代
ま
で
一
」
、
東
ア
ジ
ア
司
牧

研
究
所
前
所
長
ネ
ブ
レ
ダ
氏
の
「
バ
チ
カ
ン
第

二
公
会
議
の
変
革
と
宣
教
神
学
」
、
上
智
大
神
学

部
長
山
本
裏
治
氏
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
・
病

院
・
施
設
の
宣
教
使
命
」
と
い
う
三
講
座
が
持

た
れ
、
司
会
を
そ
れ
ぞ
れ
田
丸
徳
善
東
大
教
授
、

花
山
勝
友
武
蔵
野
女
子
大
教
授
、
藤
井
正
雄
大

正
大
教
授
の
各
氏
が
つ
と
め
た
。

　
さ
ら
に
夕
方
、
六
時
半
か
ら
は
懇
親
会
「
神

父
さ
ん
と
の
交
流
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

活
発
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
翌
三
日
は
午
前
九
時
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
神
学

院
長
百
瀬
文
晃
氏
に
よ
る
「
宣
教
の
た
め
の
神

学
生
教
育
」
な
ら
び
に
上
智
大
教
授
越
前
喜
六

氏
の
「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
」
の

二
講
座
が
持
た
れ
た
。
司
会
は
坂
東
性
三
吟
大

谷
大
教
授
な
ら
び
に
松
濤
弘
道
上
野
学
園
短
大

教
授
の
両
氏
。

　
こ
の
特
別
講
座
は
、
世
界
的
戦
略
に
も
と
づ

い
て
、
各
国
で
宣
教
（
伝
道
）
を
展
開
し
て
い

る
キ
リ
ス
ト
教
、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
伝
道

学
」
を
学
ぶ
と
い
う
の
が
主
眼
で
あ
っ
た
が
、

各
講
座
の
内
容
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
宣

教
の
意
味
に
つ
い
て
教
義
的
に
説
く
も
の
が
多

く
、
具
体
的
な
方
法
論
に
関
し
て
は
、
や
や
も

の
足
り
な
い
面
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
前
後
に
行
わ
れ
た
バ

チ
カ
ン
第
二
公
会
議
を
機
会
に
、
宣
教
の
あ
り

方
が
、
他
宗
教
と
の
協
力
や
、
地
域
信
仰
の
特

性
を
許
容
し
た
伝
道
方
法
を
認
め
る
方
向
に
変

化
し
た
こ
と
が
、
各
講
師
の
口
か
ら
語
ら
れ
、

そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
世
界
戦
略
も
現
在
、
大
き
な
曲
が
り
角

に
あ
る
点
が
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
懇
親
会
の
時
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祖

　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
三
宅
島
義
援
金
　

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
榊
　
　
被
災
地
へ
送
る
　
　
伽

先
崇
拝
に
対
す
る
考
え
方
や
、
靖
国
神
社
法
案

に
対
す
る
質
問
等
も
出
さ
れ
た
。

　
短
時
間
に
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
内
容
を
盛

り
こ
も
う
と
し
た
た
め
、
各
講
座
の
話
が
や
や

尻
切
れ
と
ん
ぼ
に
な
っ
た
感
も
あ
る
が
、
キ
リ

ス
ト
教
に
対
す
る
基
本
的
な
知
識
が
得
ら
れ
た

と
い
う
点
、
さ
ら
に
講
座
全
体
を
通
し
て
、
各

講
師
の
講
演
態
度
が
、
深
い
信
仰
に
裏
づ
け
さ

れ
た
強
い
使
命
感
と
熱
意
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
伝
道
布
教
と
は

体
全
体
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
と
い
う
点
で
も
、
有
意
義
な
催
し
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
こ
の
特
別
講
座
は
、
伝
道
協
会
か
ら

出
版
物
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

τ
■
．
一
3
．
．
、
ε
一
塵
3
．
0

　　　　　　　　　　　　　：山
義援金一覧（到着順）　　i逡玄

　　団体名
神　　田　　重

落本山評讐

石川県仏教会
讐馬県論教連衡

千葉県仏教会
建　　長　　寺

妙見宗宗務本庁

真言宗須磨寺派

翫灘棄派
時宗宗務所
新義真言宗宗務所

念法真教教団

国国算霧所

和白宗務所
全　仏　大　会

岡山県仏教会
臨済宗南禅寺派

和歌山県仏教会

真言宗大覚寺派

東京プディストクラブ

金額（円）　iつ十
1・，…i蓑塁
　：：：8自ε　　　i　糞　星

　10・000　iし豆

1蹴藷
　20，000　i年三
　10，000　i物宅
・・，…i鶴
　10・ooo　i募雄

1認：lll　i々

100，000　i　へ
　　　　　i　お
　20，000　　　　　i　送
100，000　：　り
ll：lll　i巻

30，000iま
　　　　　i　し　4，780
　　　　　i　た
30，000　　　　　：　　　　0
50，000　i

50，000　i

・・，…　i

20，000　i

．
．
ξ
冨
竃
．
ξ
3
．
竃
『
ξ
。
．
乳
．
。
ξ
．
竃
．
．
ξ
電
も
．
．
冒
幽
國
，
・
竃
．
冒
．
．
●
・
甲
一
三
．
≡
．
弓
．
．
3
…
亀
膠
ξ
星
、
．
．
響
ξ
7
、
．
ξ
・
亀
℃
ξ
…
一
＝

集
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
別
表
の
通
り

多
額
の
義
援
金
を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
っ
そ

く
東
京
都
仏
教
連
合
会
を
通
し
て
被
災
地
の
方

々
へ
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
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ﾇ
．　

教
育
図
書
な
ど
の
出
版
で
お
な
じ
み
の
学
研

か
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な
仏
教
雑
誌
・
季
刊
『
恒
河
』

が
創
刊
さ
れ
、
話
題
を
よ
ん
で
い
る
。

　
昨
十
一
月
の
創
刊
号
を
み
る
と
、
仏
教
グ
ラ

フ
ィ
ク
ス
を
名
の
っ
て
い
る
だ
け
に
、
美
し
い

カ
ラ
ー
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
ふ
ん
だ
ん
に
載
せ

て
あ
り
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
だ
け
で
楽

し
く
な
る
。

　
内
容
は
、
ま
ず
特
集
と
し
て
「
ブ
ッ
ダ
と
キ

リ
ス
ト
’
奈
良
康
明
師
の
司
会
に
よ
っ
て
中
村

，
亀
7
〆
齢

i
ト
な
ど
広
い
読
者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
読
み
や
す
い
よ
う
き
め
細
い
工

夫
が
随
所
に
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
瀬

戸
内
寂
聴
尼
の
連
載
小
説
「
仏
陀
」
は
、
岩
崎

巴
人
氏
の
美
し
い
挿
画
に
よ
っ
て
色
ど
ら
れ
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
物
語
に
引
き
こ
ま
れ

て
し
ま
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
仏
教
雑
誌
は
、
と
も
す
れ
ば
教

理
中
心
の
た
め
無
味
乾
燥
に
お
ち
い
り
が
ち
だ

し
、
ま
た
、
一
般
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
誌
な
ど
が

”
仏
教
特
集
”
等
を
組
ん
だ
場
合
は
、
単
に
表

面
的
な
内
容
に
な
り
や
す
く
、
か
え
っ
て
仏
教

に
対
す
る
誤
解
を
助
長
さ
せ
る
よ
う
な
面
も
無

き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
っ
た
。

季
刊

上
里
と
北
森
嘉
蔵
氏
が
対
談
、
テ
ー
マ
は
「
私

の
な
か
の
ブ
ッ
ダ
と
キ
リ
ス
ト
」
。
梅
原
猛
氏
と

山
本
七
平
氏
の
対
論
は
「
人
間
と
し
て
み
た
ブ

ッ
ダ
と
キ
リ
ス
ト
」
。
こ
の
他
、
瀬
戸
内
寂
聴
尼

の
「
旅
の
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
」
、
真
継
伸
彦
氏
や

津
島
佑
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、
実
に
盛
り

だ
く
さ
ん
。

　
特
集
以
外
で
は
、
恒
河
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
第

一
回
と
し
て
作
家
の
陳
舜
臣
が
登
場
し
「
曼
陀

羅
の
人
－
空
海
を
語
る
」
。
　
写
真
家
稲
越
功
一

氏
の
「
室
生
寺
を
撮
る
」
、
そ
し
て
水
上
勉
氏

の
「
鈴
木
正
三
へ
の
関
心
」
1
。

　
こ
の
雑
誌
は
、
狭
い
意
味
で
の
仏
教
関
係
者

だ
け
で
な
く
、
若
い
女
性
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
リ

恒

河

学
習
研
究
社

　
そ
の
点
、
こ
の
『
恒
河
』
は
、
深
い
仏
教
の

叡
智
を
、
可
能
な
限
り
平
易
に
表
現
し
よ
う
と

す
る
意
欲
的
な
試
み
が
、
か
な
り
の
程
度
成
功

し
て
お
り
、
編
集
者
の
意
気
込
み
と
、
創
刊
ま

で
の
周
到
な
準
備
の
跡
が
う
か
が
え
る
。
ま
た

仏
教
を
思
想
・
哲
学
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
絵

画
、
彫
刻
、
建
築
、
造
園
、
さ
ら
に
茶
道
、
華

道
、
書
道
な
ど
、
日
本
文
化
・
芸
術
を
形
成
す

る
基
盤
と
い
う
視
点
か
ら
、
捉
え
な
お
そ
う
と

す
る
方
針
も
、
多
く
の
読
者
の
共
感
を
得
ら
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
A
4
ワ
イ
ド
判
、
一
五
八
頁
、
二
二
〇
〇

円
、
東
京
都
大
田
区
上
池
台
、
学
習
研
究
社
）

L
　
　
　
・

聾
畿
…
…

i
蕪
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●
現
代
の
病
め
る
心
に
う
る
お
い
を
与
え
る
待
望
の
シ
リ
ー
ズ
■
定
価
各
1
、
8
0
0
円

調
　　

ｧ
の
美
と
心
学
①
観
音
礼
讃
　
好
評
発
売
中
⑪
経
典
の
荘
厳
　
　
8
月
刊
行

　
　
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
全
⑪
浄
土
へ
の
憧
れ
好
評
発
売
中
⑰
密
教
と
聖
な
る
子
日
月
刊
行
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全
日
仏
の
囲
碁
大
会

ふい
るよ

　
第
一
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
の
申
込
締

切
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
加
盟

団
体
に
所
属
す
る
方
々
の
親
睦
を
は
か
る
と
と

も
に
、
仏
教
界
の
囲
碁
日
本
一
を
競
い
同
時
に

強
い
方
も
弱
い
方
も
誰
で
も
参
加
で
き
る
画
期

的
な
催
し
で
す
。
各
ご
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教

会
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

す
よ
う
、
事
務
局
で
は
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
A
（
五
段
以
上
）
、
B
（
三
、

四
段
）
、
C
（
初
、
二
段
）
、
D
（
初
段
以
下
）
、
E

（
五
級
以
下
）
の
五
ク
ラ
ス
に
分
け
て
出
場
者

を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
せ
に

な
り
、
奮
っ
て
ご
出
場
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時

会
　
　
場

参
加
資
格

競
技
方
法

入
　
　
賞

昭
和
五
十
九
年
二
月
七
日
十
時

日
本
棋
院
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）

加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

オ
ー
ル
互
先
、
手
合
時
計
使
用
、

持
ち
時
間
四
十
分
、
時
間
切
れ

負
け
①
ク
ラ
ス
ご
と
に
優
勝
者
を
表

彰
す
る
。
A
I
会
長
杯
、
B
I

理
事
長
杯
、
C
一
事
務
総
長
杯
、

D
一
国
際
文
化
局
長
杯
、
E
I

文
化
部
長
杯

②
A
ク
ラ
ス
優
勝
者
は
、
後
日

昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
一
月
号
　
第
二
九
五
号

い
よ
来
月
開
催
　
…

っ
て
ご
参
加
を
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
坂
田
日
本
棋
院
理
事
長
と
記
念

　
　
　
　
　
　
　
対
局
を
行
い
、
棋
譜
を
発
表
す

　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
③
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈

　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
審
判
長
　
坂
田
栄
男
日
本
棋
院
理
事
長

　
　
懇
親
会
　
大
会
終
了
後
、
表
彰
式
を
兼
ね

　
　
　
　
　
　
　
て
行
う
。

　
　
参
加
費
一
万
円
（
懇
親
会
費
を
ふ
く
む
）

　
　
締
　
　
切
　
昭
和
五
十
九
年
一
月
二
十
日

　
　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
全
仏
文
織
部
ま
で
ご

　
連
絡
下
さ
い
。

　　

@…＝

¥
豊
獲
局
鮮
録
筆
凌
｛
…

　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
十
二
月
）
l
l

　
　
　
二
日
　
税
務
委
員
会

　
　
　
三
～
九
日
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会
訪
問

　
　
　
五
日
　
ス
リ
ラ
ン
カ
文
化
副
大
臣
来
局

　
　
　
　
　
　
局
内
会
議

　
　
　
八
日
　
東
京
都
仏
成
道
会
出
席

十十

日日

ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会
出
席

法
律
相
談
室

同
和
委
貝
会

新
潟
県
仏
名
鑑
刊
行
記
念
会
出
席

醐霞はお釈趣さまのお誕生

　
　
　
　
　
　
1
1
広
く

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透
せ
．

し
め
る
た
め
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真
の

よ
う
な
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
広
く

ご
利
用
頂
け
る
よ
う
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
明
る
い
春
の
野
に
静
か
に
立
っ
て
、
天
と

地
を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま
の
姿
は
、
見
る
人
の

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
下
記
の
要
領
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で

各
県
仏
、
郡
市
仏
、
、
各
寺
院
、
幼
稚
園
、
保

育
園
な
ど
で
広
く
ご
利
用
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
嚇
難
昇
》
ぐ

統
一
し
て
ご
利
用
下
さ
い
1
1

　
◎
サ
イ
ズ
　
七
四
穂
．
×
五
二
韓
・

◎
定
　
価
　
一
枚
　
百
円

　
　
　
送
料
実
費

　
◎
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七

　
　
　
　
　
　
一
四
　
全
日
本
仏
教
会
文
化

　
　
　
　
　
　
部
花
ま
つ
り
係

　
蝦
送
付
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
毎

年
ギ
リ
ギ
り
の
申
込
み
で
四
月
八
日
に
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
…
…
。

発
行
人
矢
萩
信
顕

編
集
人
　
川
井
匡
俊

発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
L
七
一
四

電
話
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五
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